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日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法，学会見聞記，関連学会案内，書評等どの 

ような内容でも 結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さ       



 
 

  
そ 

一点の妥協 篭億 

あ なたが評価するのは 柔軟な対応 

力ですか ? それとも最高のテクノ 

ロジ一でしょうか ? 

LSM5l0 ほ 、 その全てを備えてし ) 

ます。 

革新的な最高の 技術、 極めて扱い 

やすいソフトウェアがもたらす 抜 

群の操作性、 コンパクトで 交換容 

易体スキャニンバモジュール 芯ど 。 

徹底した妥協を 許さなし ) 物作りの 

精神が、 ここにあ ります。 

極めてコニークなスギャニンバ 法 

を採用、 スキャニンバエリアの 設 

定も自由自在。 従って、 思いのま 

まの不定形のスキャンが 可能です。 

全ての 3D 表示、 各種測定法と 相ま 

って、 試料情報を余すところなく 

表現します。 

かつて、 顕微鏡に抱かれていた 様々 

な 期待が、 今ここに実現しま 瓦 。 

蛍光の 4ch 、 同時取得、 各ピンホー 

ルはコンピュータコントロールさ 

れ、 2,048X2,048 ピクセルの高精 

細スキャン、 4Xl2bit の 高 分解能 

をほじめとして、 積算、 オーバサン 

フリンバ、 フォトンカウンティン グ 

など、 LSMSl0 の諸機能 は、 全て研 

究者への奉仕にあ ります。 

ドイツ、 ツァイスクルーフ 
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会長選挙 

第 1 次選挙結果 (9 月 2 日開票 ) 

投票総数 : 2 2 0 票 

無効 票     0 面 木 一 

有効票数の過半数を 得た者がいなかったので、 会則により上位 3 名 ( 浅島 調合 

員 、 竹 市 雅俊会員、 星 元紀会員 ) を候補者として 第 2 次選挙を行なうこととし 

た   

第 2 次選挙結果 

投票総数 : 4 4 5 票 

無効 票     l 百 木 一 

この結果、 会則に基づき 竹市 雅俊会員が会長に 選出された。 

運営委員選挙 

投票総数     1 9 4 通 X 1 4 名連記 =2 7 1 6 票 

無効 : 2 6 通、 理由 : 1 4 名非連記 

当選者 (5 0 音 旬 、 敬称略 )     

相沢慎一 河豚清和 浅島 誠 井出宏之 上野直人 

岡野 栄之 佐藤雑行 高橋淑子 中江愚夫 仲村巷 和 

西田宏 記 藤沢 蟹 星 元紀 八杉貞雄 

次点 : 長浜幕老 

なお、 竹市 新会長に ょ り、 笹井芳樹会員が 運営委員に委嘱された。 



長 

京都大学大学院理学研究科 竹 市 雅 俊 

この度、 本学会の会長に 就任させていただくことになりました。 よろしくお願いいたし 

ます。 私は自分の学問を、 伝統的な発生学から 始めた人間とはいえ、 若 い 時代にその本流 

から離れ、 どちらかといえば 細胞生物学の 道を歩んだ人間です。 また、 最近は、 神経回路 

の形成とか、 さらにその研究に 付随して、 神経回路の機能にまで 関心を持ち始め、 まずま 

す 本来の発生学から 離れる傾向にあ ります。 そういうわけで、 本学会の主流部分の 外側に 

いる人間が、 会長をさせていただくことになり、 やや後ろめたい 気分です。 とはいえ、 自 

分の専門分野はと 訪ねられた時は、 発生生物学と 答えることにしていますし、 また、 講 ㌢ 

は 発生生物学を 教えています。 実際のところ、 自分のバックバラウンドを 語るとき、 発生 

生物学とするのが、 いちばんしっくりするのです。 やや外側にいる 人間が会長を 務めさせ 

ていただくことのメリットの 一つ ぱ 、 学会の様子を、 客観的な目で 眺めることができるこ 

とでしょうか。 日本の発生生物学はどうなのか、 というような 問題を詰る時、 クール な 発 

言が可能かもしれません。 

さて、 世の中に数あ る学会の中で、 発生生物学会は、 もっともカジュアル な 雰囲気を持 

った学会だと 思います。 私は、 この雰囲気が 非常に好きで、 この学会に愛着を 感じる理由 

の一つです。 これは、 発生生物学が、 若い人達にとってたいへん 魅力あ る分野であ ること 

を 表しているのでしょう。 あ る別の分野の 方が、 発生に関するシンポジウムを 見学され、 

その若々しさに 驚いておられたことがあ ります。 権 威とか伝統とか 形式とかやたら 重んじ 

る余り、 息苦しさを感じる 学会があ りますが、 本学会にそういう 傾向がなりのはとてもよ 

い ことです。 欧米の生物学が 進んだ理由の 一 つは 、 伝統に最大の 敬意をはらりながらも、 

同時に、 権 威に・捕われない 自由な発想がどんどん 試されることだと 思います。 本学会は、 

先端を歩むための、 その ょう なポテンシャルを 十分有しているよ う です。 

とはいえ、 この学会は現状でたいへん 結構と申しているわけではあ りません。 かって 、 

私が発生学を 学び始めたころ ( いわゆる embryology の終焉のころ ) 、 それまでの日本のこ 

の 分野には、 それなりに強い 個性があ ったという感じがあ ります ( そもそも、 個 ， 性 豊かな 

先生が多かったです ) 。 現在の日本では、 むしろその ょ うな個性的研究は 明らかに少なく 

なりました。 若い人達の話を 聞いていても、 常識的だなあ 、 という感じがすることが 多い 

です。 これは、 情報量の圧倒的増加、 実験手法の均質化、 研究のスピード、 研究評価のあ 

りかた、 などによる国際的傾向で、 現代が抱える 文化的な問題の 一つでしょう。 しかし、 

現 情勢がどうあ ろうと、 抜きんでた研究をやらばなりません。 それではどうするか、 とい 
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うな話題については、 追 々 、 意見を述べさせていただきたいと 思います。 同時に、 是非と 

も、 若い方々の意見をお 聞きして、 また、 互いの意見を 交換して、 この学会を盛りたてる 

ことができればよいと 考えています。 私の、 この学会に関係する 当面の重要な 仕事は、 

2001 年開催の国際発生生物学会の 準備です。 この会をできるだけ 有意義なものにするため 

には、 日本から報告できる 研究成果を、 できるだけ質の 高 い ものにすることが 大切です。 

それにより初めて、 日本で国際会議を 開く実質的な 価値が生じるでしょう。 「覚国の有名 

な人 」の話を聞くだけの 会にはしたくあ りません。 海外の人々にとって、 わざわざ日本に 

足を運ぶメリットがあ るような、 そういう会にしなければなりません。 そうなれば、 日本 

0 発生生物学の 国際的な地盤は、 一層高まるでしょう。 そのためには、 勿論、 皆さまのご   

協力が必要です。 

暫くの間、 会長職共々 、 ご支援いただきますよう、 よろしくお願いいたします。 

本 発生 て 

日本発生生物学会では、 会員の皆様に 種々の情報を 早くお知らせし、 学会の活動を 多く 

の方に知っていただく 目的でホームページを 開設しました。 URL は、 http Ⅳ www.bcasj.or.jp/ 

jsdb/ です。 ぜひ一度ごらん 下さい。 

このホームページには、 学会の紹介、 歴史、 規約、 会長挨拶、 などの他に、 Blackwell 社 

の DGD のぺ ー ジ へ のリンク、 学会の大会準備委員会へのリンク、 国際発生生物学会へのリ 

ンクなどがあ ります。 また、 学会事務局からの 情報も適宜掲載する 予定です。 さらに、 学 

余事務センター 、 学術情報センターへも 飛ぶことができ、 本学会のみならず 多くの学会の 

情報にも触れることができます。 

現在の所このホームページの 立ち上げと運営は、 姫路工業大学の 阿 形 清和先生と北海道 

大学の栃内新先生のご 努力と事務局のサポートで 行ってのまずが、 いずれは学会の 中に 

「ホームページ 管理委員会」を 設置する予定です。 ホームページに 関する会員の 皆様のご 

意見、 ご 理解、 ご 協力をお願いします。 
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従来学会事務局にメールアドレスがあ りましたが、 今回学会事務センタ 一内にウェッ ブ     

マスターを置くことになり、 学会のメールアドレスとしてはそちらをご 利用いただくこと 

になりました。 アドレスは jsdb ⑥ bcas).or.)P  です。 事務局のアドレスもしばらく 有効で 

すが、 できるだけ前期のアドレスをご 利用いただくよう、 お願いいたします。 

DGD 編集主幹 嶋 田 ギ石 

DGD の編集を担当して 2 年目が暮れようとしていますが、 投稿論文の不足という DG 

D が抱える問題点は 相変わらず解決の 兆しが見えてきません。 くどいようですが、 一定の 

水準にあ る論文の投稿 数 がもっと増えないと 採択から出版までの 時間の短縮ができず、 現 

在ますます増えつつあ る発生学の国際 誌 に互して行くことが 困難になります。 幸い、 

lmpactfacto Ⅱはここ数年上昇を 続けていて、 1995 年の 1.12 、 1996 年の 1.352 から 1997 年には 

1.443 になりました。 総説の掲載が 少ないという 最近の状況でこのくらいでずから、 総説 

が各号に掲載され、 上質の論文が 多数投稿されれば、 lmpactfactor もさらに上昇し、 年 8 

号の刊行が可能になるでしょう。 会員の皆さんのご 投稿を期待しています。 総説について 

は執筆をすでにお 引き受け下さった 方はもちろん、 自分の分野を 総説にまとめてみたいと 

いう方もぜひ ご 投稿下さい。 

カラ一印刷費の 著者負担額 は ついては、 第 1 頁 105.000 円、 次ぺージ以降は 頁毎に 

24.000H という従来の 価格から、 学会と Backwe Ⅱ ScienceASia(BSA) で一部負担すること 

によって、 現行の著者負担額は 第 1 頁 25,200 円、 次ぺージ以降は 頁毎に 16.000 円というよ 

うに低減されています。 41 巻 1 号は 999 年 ) からは第 2 頁以降の頁 毎の カラ一印刷 費は 
8,000 円になる見込みです。 国外の他誌にはカラ 一印刷費が無料・のものもあ りますが、 第 

1 頁 100,000 円というものも 多く、 DGD の投稿経費はもはや 高いとは言えません。 

DGD の cnntents は Med Ⅱ ne で見ることができますが、 日本発生生物学会や R 、 sA のホームペ 

ージに掲載論文の abstract を載せることも 事務局で検討中で 近く実現するものと 思われま 

す。 これは掲載論文の 引用度を高めるのに 大いに役立つでしょう。 

DGD の表紙もカラフルになっていますが、 編集方針や表紙のデザイン 等についてぜひ 思 

惟のないご意見をお 寄せ下さるようお 願いします。 



本 生 第 大 お 

日本発生生物学会第 32 回大会準備委員会 

委員長 囲 まりな 

第 32 回大会は、 1999 年 5 月 28 日から 30 日の 3 日間、 復興なった神戸市の 甲南大学および 

東灘区民センタ 一において開催いたします。 皆様のご参加を 心からお待ちしております。 

    1999 年 5 月 28 日 ( 金 )  一 30 日 ( 日 ) 

    東灘 E 氏 センター (28 日 ) 

甲南大学 (29 日・ 30 日 ) 

は 大幅に異なり 

(1) 本大会は大会参加申込書を 使用せず、 振替用紙のみによる 申込といたします。 発表 

をされない 方 ( 連名の発表もない 方 ) は、 振替用紙に よ る申込のみとなります。 

(2) 大会参加費は 前納 ( 締切目 1999 年 2 月 26 日 ) の場合は同封の 振替用紙をご 使用のう 

え 、 一般会員 6,000 円 、 学生・院生 4,000 円をお支払い 下さい。 なお、 3 月 1 日以降は 

当日受付と同額の 一般会員 7,000 円 、 学生・院生 5,000 円 となりますのでご 注意下さ 

Ⅰ ノ Ⅰ。 

(3) 懇親会は大会初日の 5 月 28 日に行いまず。 参加をご希望の 方は、 参加費と同様に 振 

替用紙をご使用の 上、 3,000 円 ( 一律 ) をお支払い下さい。 場合によっては 当日の 

受付ができないこともあ りますので、 できるだけ事前にお 申込下さい。 

(4) 大会参加費 等 払込みの領り W 書は、 原則として発行いたしませんのでご 了承下さい。 

(1) 申込期限は 1999 年 2 月 28 日 ( 日 ) ( 当日消印有効 コ です。 

(2) 研究発表は日本発生生物学会会員で 1999 年度までの会費納入者に 限ります。 現在学 

会会員でない 方で発表を希望される 方は、 学会への入会手続き ( 入会金納入を 含む ) 

を行って下さい。 

(3) 研究発表について 大会準備委員会からのお 願い ( ノ 、 読 ) 
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これからの大会運営を 省力化するために 参加・発表申込みがデータベース 化されて 

いきます。 2001 年の年会は、 国際発生生物学会年会を 兼ねることになるわけですが、 

2001 年には、 すべてホームページによって 参加・発表中込みが 受け付けられることに 

なります。 時代の流れといえばそれまでなのですが、 いきなりホームページ 化されま 

すと、 トラブル・戸惑いや 対応不能になるケースが 多々でてくると 予測されまず。 そ 

こで、 会員の皆様の 協力を得ながら、 3 年かけて、 従来方式と新方式を 併用しながら、 

少しずつステップワイズにホームページによる 申込み化に移行していきたいと 思います。 

今年は、 研究発表の要旨の 投稿については、 従来通りの形式を 踏襲しましたが、 発 

表 申し込みの部分についてはホームページによる 申込みをするようにセットアップし 

てみました。 これにより、 プロバラム編成・ 索引作成が省力化され、 プロバラムが 完 

成した段階でプロバラムが 日本発生生物学会のホームページに 掲載されることになり 

ます。 また、 発表要旨については 従来と同じように 指定用紙に記入して 郵送されたも 

の ( 発表者全員が 必要 ) が要旨集の印刷用原稿としてオフセット 印刷されますが、 試 

  験的にホームページにも 投稿してもらいます ( これは来年以降のための 予行演習で 

す ) 。 ホームページにも 投稿されますと、 ホームページにプロバラムが 掲載された時 

に、 要旨もリンクした 形で閲覧可能となります。 来年は、 発表要旨そのものもホーム 

ページによる 投稿に移行し ( もちろん、 ホームページに 対応できない 場合のバック ア 

ップ 体制は取ります ) 、 要旨集の作成も 印刷屋さんとオンライン 化される予定です。 

最初のうちは、 いろいろと戸惑うこともあ るかと思いますが、 慣れることも 必要と 

思いますので、 会員の方々にはご 協力のほどよろしくお 願いします。 また、 今回にっ 

きましては、 ホームページにアクセスできない 方 ・ホームページがきらいな 方のため 

に、 発表申込み用として、 ホームページの 画面のプリントアウトしたものを 同封しま 

したので、 それに手書きにて 必要事項を記入してもらい ( 要旨は従来と 同じ指定用紙 

に 記入したものだけあ れば結構です ) 、 要旨とともに 大会準備委員会へ 郵送願います。 

今回と次回につぎましては、 過度 期 とわりきって 大会準備委員会の 方で人力します。 

ただし、 要旨は人力しませんので、 ホームページで 閲覧することはできません。 でき 

るだけホームページで 発表申し込みをして 頂くよう重ねてお 願い申し上げます。 

最後に、 ネットワークの 構成によっては、 ホームページに 人力できても、 送信でき 

ないケースも 希に考えられるとのことです。 その場合は 、 他のネットワークから 投稿 

するか、 同封の用紙に 記入したものを 郵送して下さい。 
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